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電磁的記録不正作出罪における 
「不正」作出の意義 　　　　　
――東京地判平成 31 年 3 月 15 日　　　　





成 25 年 2 月から 9 月にかけて、合計 21 回に渡り、サーバコンピュータ内に同社が開設
したビットコインの取引仲介を行う取引システムへ接続して同システム内に設けられた
特定の口座の残高が増加した虚偽の情報を作出して前記サーバコンピュータに記録保存






して約 130 万米ドルを得ていた。その後、ブロックチェーン上に存在しない 30 万ＢＴＣ
を回収するための資金を得る目的で、被告人はこれらの口座履歴情報の入力を行ってい
た。（その後 30 万ＢＴＣを購入し、口座のビットコイン残高のうち 30 万ＢＴＣを削除し
ていた。）2）



































学 42 号（2019 年）455 頁以下が詳しい。
























































2 版）』（2018 年）32 頁。
5）　東京地判平成元年 2 月 22 日（判時 1308 号 161 頁）。
6）　名古屋地判平成 5 年 4 月 22 日（判タ 840 号 234 頁）。
7）　京都地判平成 9 年 5 月 9 日（判時 1613 号 157 頁）。





成 29 年 5 月 18 日（LLI/DB L07250432））等がある。
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２．電磁的記録不正作出罪（１6１ 条の ２）
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12）　米澤・前掲注 10）80 頁（鶴田 = 横畠）。



















13）　刑法 7 条の 2。
14）　的場純男「コンピュータ犯罪に関する刑事法上の問題点－主として立法的観点か
ら」ジュリ 846 号（1985 号）11 頁。
15）　鶴田六郎 = 横畠祐介「刑法等一部改正法概説（三）」警察学論集 40 巻 10 号
（1987 年）197-198 頁。
16）　神山敏雄「第 17 講 電磁的記録不正作出罪―コンピュータ犯罪の特質」阿部純二
= 板倉宏 = 内田文昭 = 香川達夫 = 川端博 = 曽根威彦編『刑法基本講座 第 6 巻 各論
の諸問題』（1993 年）246-247 頁。堀内捷三「第九章 コンピュータ犯罪」芝原邦爾






『刑法各論』（2003 年）469-470 頁。前田雅英『刑法各論（第 7 版）』（2020 年）413
頁は、「内容が虚偽か否かを問わず、システムの設置、運営者の意思に反する記録を
作出する行為は、すべて不正作出に当たる。」とする。
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54）　不正作出にあたらないとする見解として、和田俊憲「Mt.Gox 事件第 1 審判決」
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（本研究は JSPS 科研費 19 Ｋ 1353700 の助成を受けたものです。）
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56）　神山・前掲注 16）250 頁。「立法方法に主たる原因があるのであり、それを法規
上明確にすればことは簡単に片づく」とする。

